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『十三世紀フランス語聖書』彩飾写本研究： 
13世紀後半におけるパリ彩飾写本市場の変容 

Manuscrits enluminés de la Bible française du XIIIe siècle : quelques remarques 
sur la transformation du marché parisien dans la seconde moitié du XIIIe siècle

駒　田　亜紀子

１．はじめに

『十三世紀フランス語聖書 Bible française du XIIIe siècle』は、13世紀中葉～60年代前半にパリで
成立した、初の完訳版フランス語聖書である１。今日、断片を含め、1260年代後半から15世紀後
半にかけて制作された30点余の写本作品が伝存するが、その多くは何らかの挿絵彩飾を伴う作例
である２。
筆者は、2014年３月に発表した論考３において、『十三世紀フランス語聖書』写本伝承系統

（stemma）上失われたオリジナルに最も近いとされる写本の一つ、ルーアン市立図書館185番写
本（以下 Rouen 185と略す）４について、挿絵制作に従事した３人の挿絵画家のうちの筆頭画家 A

と、いわゆる〈ヨハンネス・グラッシュ工房〉５との様式比較を軸に、13世紀後半パリの写本彩
飾における画家 Aの位置づけを試みた。拙論で筆者が取り上げた比較例は、パリ近郊の旧サン・
モール・デ・フォセ修道院に由来する註解付ラテン語聖書写本（パリ、フランス国立図書館、ラ
テン語11543-47番写本）６の彩飾である。
一方、2016-17年に発表した論考では、13世紀後半にパリで活躍した『十三世紀フランス語聖

書』写本彩飾画家のレパートリーを検証し、1260年代前半頃までのレパートリーと1260年代後半
以降のそれとの間に生じた変化とそれに伴う顧客環境の変化に注目した７。特に、『十三世紀フ
ランス語聖書』写本の現存最古の作例（1265-70年頃）であるポルトガルのエヴォラ公立図書館
Cod. CXXIV/1-1番写本（以下 Evoraと略す）の挿絵彩飾を担当した逸名の彩飾画家、通称〈デュ
プラの画家Maître Duprat〉について、先行研究で提示された同画家のコーパスを大幅に拡充し
た。その結果、同画家の32点の帰属写本中、1260年代以降にパリの彩飾写本市場に浸透し始める
世俗用途の写本作品、就中仏語訳ローマ法令集の占める割合が高いことを明らかにし、デュプラ
の画家の手がける仏語訳法令集の彩飾写本の顧客として、法曹界の実務官僚や行政官が重要な位
置を占める可能性を指摘した８。
2014年の論考では、Rouen 185の筆頭画家 Aの様式的位置付けをめぐり、同時代の聖書写本に
比較例を求めたが、この画家のレパートリーや顧客環境をより具体的に探る手がかりを得るには
至らなかった。本稿では、2014年の拙論で取り上げた註解付ラテン語聖書写本に改めて注目し、
2014年以降の調査を経て考察の射程に加わったローマ法や教会法の仏語訳、慣習法９などの写本
作品を参照しつつ、『十三世紀フランス語聖書』の成立・普及期（1260年代後半～1280年代）に
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おけるパリ彩飾写本市場の動向に光を当てたい。

２�．旧サン・モール・デ・フォセ修道院の註解付ラテン語聖書（パリ、フランス国立図書館、ラ
テン語11543-11547番写本）10【別表】参照

本稿で改めて取り上げる旧サン・モール・デ・フォセ修道院由来の註解付聖書は、現在、フラ
ンス国立図書館ラテン語11543-11547番写本の５巻より構成される。小型の１巻本ラテン語聖書
とは異なり、複数の彩飾画家の共同作業により複数年を費やして制作される註解付聖書11は、複
数巻構成であるがゆえに、伝来の過程で散逸や欠落が生じ、各巻の構成にも変更が加えられたと
推測される。現存する５巻の写本には、テキスト内容と各巻の折丁構成との対応関係により、以
下の①～⑧のテキスト群（booklet / libellus）を識別することができる。すなわち、① lat. 11543
（230 ff.）：創世記・出エジプト記；② lat. 11544（260 ff.）：レビ記、民数記、申命記；③ lat. 

11545（fols. 1-156）：箴言、コヘレトの言葉、雅歌、知恵の書、集会の書；④ lat. 11546（269 
ff.）：イザヤ書、エレミヤ書、哀歌；⑤ lat. 11545（fols. 157-322）：エゼキエル書、ダニエル書；
⑥ lat. 11545（fols. 323-437）：12小預言書（ホセア書～マラキ書）；⑦ lat. 11547（fols. 1-86）：ヨ
ブ記；⑧ lat. 11547（fols. 87-214）：使徒言行録、使徒書簡、黙示録、である。現状では第３巻に
相当するラテン語11545番写本は、③ fols. 1-156, ⑤ fols. 157-322, ⑥ fols. 323-437にそれぞれ対応
する３冊を１冊に合本した結果、現在のような変則的な内容構成を取るに至ったと推測され
る12。このことは、後述するように、テキスト群と彩飾画家の作業分担が一致することからも裏
付けられる。現存写本に含まれないヨシュア記、士師記、ルツ記、列王記、歴代誌、エズラ記、
ネヘミヤ記、トビト記、ユディト記、エステル記、マカバイ記を収録した巻は、伝来の過程で失
われたと見られる。また、詩篇、福音書、パウロ書簡は、ペトルス・ロンバルドゥスの『命題集
Libri quatuor Sententiarum』等の聖書註解により、当初から代替されていた可能性もあろう。
聖書各書の序文および本文の冒頭には、金と彩色による意匠化された植物文様を主体とする装

飾イニシアル（序文）と何らかの図像表現を含む物語イニシアル（本文）が施されている。一
方、本文の第２章以下の下位分節の冒頭には、赤と青のインクのペン線描による線条装飾イニシ
アルが記されている。金と彩色による装飾イニシアルおよび物語イニシアルの彩飾には、テキス
ト群を作業分担の単位として、1260年代半ばから1280年代初頭にかけてパリで活躍したと見られ
る５人の異なる彩飾画家の手が識別される。以下の考察では、５人の画家に、彩飾の様式分析に
基づき推定される制作年代の順に、１～５の識別番号を与え、それぞれの画家の様式ならびにレ
パートリーの特徴を明らかにしたい。

（１）　デュプラの画家（【別表】画家１）：③ lat. 11545（fols. 1-156）：箴言、コヘレトの言葉、
雅歌、知恵の書、集会の書（図５）

現存する８つのテキスト群のうち、最初に制作されたとみられるのは、1260年代半ばから1270
年代前半にかけて活躍し、『十三世紀フランス語聖書』の現存最古の作例である Evora写本の挿
絵を手掛けた、〈デュプラの画家〉＝画家１による③群（lat. 11545, fols. 1-156：箴言、コヘレト
の言葉、雅歌、知恵の書、集会の書）である13。矩形の枠に囲まれた雅歌・序文冒頭の装飾イニ
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シアル T（ria sunt oscula ...）（fol. 59）の左側の角から上下方向にまっすぐに伸びるアンテナ装飾
は、植物の芽のような先端に向かってわずかに湾曲する。イニシアルを囲む矩形枠の内部に、T

の縦画を境に左右対称に描かれた蔓草状のモティーフには、カーヴに沿って白の細線によりハイ
ライトが施され、緩やかな肥瘦が表現されている。イニシアル内部の蔓草状のモティーフは、ほ
ぼ曲線のみにより構成され、しばしば左右対称のパターンを描く。一方、Tの縦画本体には、斑
点状のハイライトが等間隔に施されている。

（２）　『王妃の書 Le Livre la Roine』の画家（【別表】画家２）：④ lat. 11546：イザヤ書、エレミ
ヤ書、哀歌；⑤ lat. 11545（fols. 157-322）：エゼキエル書、ダニエル書（図６, ７）

1260年代後半から1270年代前半に制作されたとみられる〈デュプラの画家〉＝画家１による③
群の装飾 /物語イニシアルに対し、四大預言書を含む④群（lat. 11546：イザヤ書、エレミヤ書、
哀歌）および⑤群（lat. 11545, fols. 157-322：エゼキエル書、ダニエル書）の装飾 /物語イニシア
ル14は、Rouen 185の筆頭画家 A＝画家２により、1270年代後半から80年代の初め頃に制作され
たと推測される。Rouen 185の筆頭画家Ａ＝画家２の手になる装飾イニシアル（図６）では、イ
ニシアルを囲む矩形枠の角から上下方向に伸びるアンテナ装飾が緩やかな弧を描きながら先端部
に向かって湾曲し、アンテナの中途に設けられた節にしばしば柊の葉のような突起を伴う。イニ
シアルの文字本体の内部に描かれた蔓草状のモティーフは、〈デュプラの画家〉＝画家１による③
群のそれよりもより細く、左右対称に絡み合う複雑なアラベスク文様の中に、三角形あるいは逆
三角形のパターンを組み込んだ意匠をしばしば描く。

Rouen 185の筆頭画家Ａ＝画家２による装飾イニシアルを特徴づけるこれらの意匠は、2014年
の拙論で指摘した同画家による人物描写（図７）の特徴とともに、1280年代前半に制作されたと
推定される『王妃の書 Le Livre la Roine』と題された仏語の法律書集成（パリ、フランス国立図
書館、フランス語5245番写本）15に見出される（図９）。2014年の拙論でも指摘したように、『旧
サン・モール・デ・フォセ修道院の註解付ラテン語聖書』の画家２は、1977年の R.ブラナーの
労作以来、複数の彩飾画家を束ねた〈ヨハンネス・グラッシュ工房〉というジェネリックな呼称
の下に分類されてきた16。物語イニシアル内部の人物像表現においても、蔓草文を主体に構成さ
れる装飾イニシアルの意匠においても、様式的なばらつきが大きい〈ヨハンネス・グラッシュ工
房〉帰属作品から画家２の手を識別するため、本論では、Rouen 185の筆頭画家Ａ＝画家２が単
独でカラム内挿絵と装飾イニシアルの制作を担った『王妃の書 Le Livre la Roine』にちなみ、こ
の逸名の彩飾画家を〈『王妃の書』の画家Maître du  Livre la Roine〉と呼ぶことを提案したい。
『王妃の書』の画家＝画家２の手になる挿絵彩飾を含む写本作品は、デュプラの画家＝画家１
の帰属作品（コーパス）に比べ、非常に限られているように思われる。これまでの調査で筆者の
気づいた作品としては、ボローニャのタンクレドゥスによる『教会法令集註解 Ordo judiciarius』
の仏語訳写本（パリ、フランス国立図書館、フランス語1073番写本）17とトロワの市立図書館所
蔵の１巻本ラテン語聖書（トロワ、市立図書館、ms. 1182）18が挙げられる。旧サン・モール修道
院の註解付ラテン語聖書のうちの２巻（④ lat. 11546および⑤ lat. 11545, fols. 157-322）、１巻本ラ
テン語聖書（トロワ）、『十三世紀フランス語聖書』（Rouen 185）（図10）、そして２点の仏語訳法
令集（教会法、ローマ法 /慣習法）（フランス国立図書館、フランス語1073および5245番写本）
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というコーパスの構成は、『十三世紀フランス語聖書』が普及した1270年代後半から80年代の初
め頃のパリにおいて、法曹界の実務官僚や行政官を新たな顧客層に迎えつつあった彩飾写本市場
の転換期の様相を、小規模ながら如実に反映したものと思われる。

（３）　画家３（【別表】画家３）：② lat. 11544（260 ff.）：レビ記、民数記、申命記；⑦ lat. 
11547（fol. 1-86）：ヨブ記；⑧ lat. 11547（fols. 87-214）：使徒言行録、使徒書簡、黙示録
（図３, ４）
②および⑦・⑧群を担当した画家３の手がけた装飾イニシアルは、『王妃の書』の画家＝画家

２のそれに比して、以下の特徴により、識別される。すなわち、イニシアルを囲む矩形枠の角か
ら伸びるアンテナ装飾は中途に節を持たないが、Lや Fなど文字の上方に伸びるアセンダーや下
方に伸びるディセンダーの幅広の縦画を構成する３本の帯状区画のうちの外（左）側の帯に、等
間隔に並ぶ金色の小円文を伴う（図３, ４）。アセンダーの上端はしばしば直角に折れ曲がり、柊
の葉のような突起を持つ、丁字状あるいは曲尺状のアンテナ装飾を伴う。矩形枠に囲まれたイニ
シアルの文字本体の内側に配される蔓草によるアラベスク文様は、『王妃の書』の画家＝画家２
の手になるそれがフリーハンドで引かれた曲線の持つ緩やかな肥瘦を留めている（図６）のに対
し、肥瘦のない、幾何学的に整えられた細く緊密な曲線により構成される（図３）。曲線と三角
形などの幾何学図形で囲まれた区画はしばしば金色地に塗り分けられる。アラベスク文様を構成
する蔓草の中には、時折、エメラルド・グリーンの蔦の葉が挿入される（図３）。物語イニシア
ルでは、ゆったりしたドラプリに包まれ豊かな身振りを示す『王妃の書』の画家＝画家２の描く
人物像（図７）に対し、コンパクトな衣襞に身を包んだ、痩身・側面観の人物像が好まれる（図
４）。装飾イニシアル内部の蔓草文様の「幾何学化」は、画家３の活動時期が『王妃の書』の画
家＝画家２のそれより遅い時期であることを示唆する。
画家３の手がけた写本作品としては、ソルボンヌの蔵書由来の1270年代の前半の制作と推定さ

れる２点の中型ラテン語聖書（パリ、フランス国立図書館、ラテン語15467、15477番写本）、
1280年代以降の制作と推定される小型ラテン語聖書（パリ、フランス国立図書館、ラテン語211
番写本）などの、聖書写本が挙げられる19。

（４）　画家４（【別表】画家４）：⑥ lat. 11545（fols. 323-437）：12小預言書（ホセア書〜マラ
キ書）（図８）

画家４の装飾イニシアルの意匠並びに物語イニシアルに見られる人物描写は、画家３（図３, 

４）のそれと非常に似通っており、厳密な識別は時に困難である。装飾イニシアル内部の蔓草モ
ティーフのパターンは画家３のそれに共通する特徴を示す一方、内部に描かれるエメラルド・グ
リーンの蔦の葉は画家３のそれに比して大型化し、渦巻き状に旋回する文様の中心部を占める。
イニシアルを囲む矩形枠から伸びるアンテナ装飾は、中途に節を幾つも作り折れ曲がりながら、
鉤爪のような形状を呈する（図８）。アンテナ装飾の中途の節や鉤爪状の先端部を止まり木に見
立てて小鳥を描く意匠も、画家４を識別する特徴的な細部である。物語イニシアル内部の人物
は、画家３のそれに比べて頭部が大きく、俯き加減に頭部を傾けた姿勢をとることが多い20。
画家４の手になる装飾イニシアルを含む作例としては、ヴァティカン教皇庁図書館所蔵のアウ
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グスティヌス『神の国』写本（ヴァティカン、教皇庁図書館、Palat. Lat. 196）（図11）21など、
1280年代前半から半ばの制作と推定される写本作品が挙げられる。

（５）　画家５（【別表】画家５）：① Lat. 11543（230 ff.）：創世記・出エジプト記（図１, ２）
画家３および４の装飾イニシアルが柊の葉のような突起あるいは小刻みに節を作って折れ曲が

るアンテナ装飾を特徴とするのに対し、画家５の装飾イニシアルでは、イニシアルを囲む矩形枠
の角から伸びるアンテナ装飾の先端部に鋭い突起を持つ曲線を小刻みに反復した鋸歯状のモ
ティーフを伴う。これらの鋸歯状モティーフは、しばしばアセンダー/ディセンダーの先端部で
左右対称の蔓となって分岐し、その内側に金の小円文を置く（参考：図12）。物語イニシアルに
描かれる人物は、貧弱な体躯に比して不釣り合いに大きな逆三角形の頭部と、やや誇張気味の身
振りを特徴とする（図１, ２）22。
画家５の手がけた写本作品としては、1280年代前半から半ばの制作と推定される１巻本ラテン

語聖書（パリ、マザラン図書館、ms. 21；ランス、市立図書館、ms. 43）23に加え、上述の『王妃
の書』の画家＝画家２の手になる写本作品と同種のテキストを収録する、ボローニャのタンクレ
ドゥスによる『教会法令集註解 Ordo judiciarius』の仏語訳写本（パリ、フランス国立図書館、フ
ランス語1074番写本）（図12）24、ユスティニアヌス法典仏語訳写本（パリ、フランス国立図書
館、フランス語495番写本）25などが挙げられる。これらの作例は、画家５のレパートリーひいて
は顧客層が、『王妃の書 Livre la Roine』の画家＝画家２のそれに共通するものであったことを示
唆する。『王妃の書 Livre la Roine』の画家＝画家２と共に、研究の現状ではコーパスが限定的な
画家５の帰属作品の同定を進めて精査することにより、1270年代後半から80年代半ば頃にかけて
のパリの彩飾写本市場の変容の様相を、より具体的に追究することも可能となろう。

３．結語

本稿では、『十三世紀フランス語聖書』写本伝承系統（stemma）上失われたオリジナルに最も
近いとされる写本の一つ、ルーアン市立図書館185番写本の筆頭画家である〈『王妃の書』の画
家〉の帰属作品の一つとして、サン・モール修道院旧蔵の註解付ラテン語聖書に改めて注目し、
同聖書の挿絵彩飾に従事した５人の画家それぞれのレパートリーの検証を通じて、1260年代後半
から1280年代半ばにかけてのパリ彩飾写本市場の変容の一端に光を当てることを試みた。2016-
17年の論考でも考察したように、複雑な欄外注記を文字通り縦横無尽に網羅した註解付ラテン語
聖書と、平易なレイアウトと解りやすい挿絵彩飾により聖書写本の新たな地平を開いた『十三世
紀フランス語聖書』は、聖書写本の両極に位置するように見えながら、後者の成立には、前者
が、仏語訳の底本としても彩飾画家の供給元としても、密接な関わりを持っていた。
註解付ラテン語聖書に関する調査・研究は、複数年にわたる紆余曲折を経た制作過程や作品の

伝来過程での散逸ゆえに、大きな困難を伴う場合が少なくない。アッシジのサクロ・コンヴェン
ト図書館が所蔵する、同図書館の設立時期に遡る蔵書と見られる13世紀後半パリで制作された註
解付ラテン語聖書に関する考察26や、13世紀後半のパリでクレルモン司教ギィが注文した10巻本
構成の註解付ラテン語聖書の制作状況を追ったラウス夫妻による事例研究27は、しかしながら、
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こうした探求が、13世紀後半におけるパリ彩飾写本市場の変容とそれに連動する写本レパート
リーや顧客層の拡大をより具体的な相の元に明らかにする貴重な示唆を与えることを示してい
る。
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【別表】　旧サン・モール・デ・フォセ修道院の註解付ラテン語聖書におけるテキスト群と彩飾画家の作業分担

テキスト
群

写本番号
（該当フォリオ）

フォリオ
数 旧番号 収録

テキスト イニシアル 画家

① Paris, BNF, lat. 
11543 230 N. 25 創世記

出エジプト記
１（創・序：装、消失）；３（創・本：
創造主）（図１）；116（出・本：イスラ
エルを率いるモーセ）（図２）

画家５
（図１, ２）

② Paris, BNF, lat. 
11544 260 N. 26

レビ記
民数記
申命記

1v （レビ・本：祭壇への奉納）；86（民・
序：装）（図３）；87v（民・本：神を仰
ぐモーセ）；192（申・序：装）；192v
（申・本：契約の櫃）（図４）

画家３
（図３, ４）

③
Paris, BNF, lat. 
11545 
（fols. 1-156）

156 N. 32

箴言
コヘレトの言葉
雅歌
知恵の書
集会の書

１（箴・序：装）；１（箴・本：イニシ
アル消失）；44v（コヘ・本1, 1：王と母
子）；45v（コヘ・本1, 2：玉座の王）；
59（雅・序：装）（図５）；59v（雅・
本：聖母子）；77v（知・本：王と騎
士）；99（集・本：エクレシア）

画家１＝デュ
プラの画家
（図５）

④ Paris, BNF, lat. 
11546 269 N. 33

イザヤ書
エレミヤ書
哀歌

１（イザ・序：装）；2v（イザ・本：イ
ザヤの殉教）；122（エレ・序：装）；
122v（エレ・本：エレミヤの殉教）；
226v（哀・序：装）；227v（哀・第１
歌：装）；258（哀・第４歌：装）

画家２＝『王
妃の書』の画
家

⑤
Paris, BNF, lat. 
11545
（fols. 157-322）

175 エゼキエル書
ダニエル書

157（エゼ・序：装）（図６）；159（エ
ゼ・本：エゼキエルの幻視）（図７）；
280（ダニ・序：装）；281（ダニ・本：
獅子の穴の中のダニエル）

画家２＝『王
妃の書』の画
家（図６, ７）

⑥
Paris, BNF, lat. 
11545 
（fols. 323-437）

114

12 小預言書
（ホセア、ヨエ
ル、アモス、オ
バデヤ、ヨナ、
ミカ、ナホム、
ハバクク、ゼ
ファニア、ハガ
イ、ゼカリヤ、
マラキ）

323, 323v（ホセ・序：装）；324v（ホ
セ・本：抱擁する男女）；345v（ヨエ・
序：装）；346（ヨエ・本：巻紙を持つ
預言者）；354v（アモ・序：装）；355
（アモ・本：神を仰ぐ預言者）；369v, 
370, 370v（オバ・序：装）；370v（オ
バ・本：巻紙を持つ預言者）；373, 373, 
373v（ヨナ・序：装）；373v（ヨナ：
本：大魚の口から脱出するヨナ）；378
（ミカ・本：巻紙をもつ預言者）；388
（ナホ・本：神殿の前の預言者）；393v, 
394（ハバ・序：装）（図８）；394v（ハ
バ・本：水と食料を運ぶハバクク）；
400v（ゼファ・序：装）；401（ゼファ・
本：巻紙を持つ預言者）；407, 411v（ハ
ガ・序：装）；412（ハガ・本：巻紙を
持つ預言者）；412, 412（ゼカ・序：
装）；412（ゼカ・本：巻紙を持つ預言
者）；431v（マラ・序：装）431v（マ
ラ・本：巻紙を持つ預言者）

画家４
（図８）

⑦
Paris, BNF, lat. 
11547
（fols. 1-86）

86 N. 36 ヨブ記 １（ヨブ・序：装、消失）；2v（ヨブ・
本：ヨブと友人たち） 画家３

⑧
Paris, BNF, lat. 
11547
（fols. 87-214）

128

使徒言行録
ヤコブの手紙
ペトロの手紙１
ペトロの手紙２
ヨハネの手紙１
ヨハネの手紙２
ヨハネの手紙３
ユダの手紙
黙示録

87（使・序：装）；87（使・本：聖霊降
臨）；143v, 143v（ヤコ・序：装）；144
（ヤコ・本：使徒ヤコブ）；153v（１ペ
ト・本：教皇ペトロ）；161（２ペト・
序：装）；162v（２ペト・本：使徒ペト
ロ）；168v（１ヨハ・本：使徒ヨハネ）；
178（２ヨハ・本：使徒ヨハネ）；179
（３ヨハ・本：使徒ヨハネ）；180（ユ
ダ・本：使徒ユダ）；183（黙・序：
装）；184（黙・本：手紙を書くヨハネ）

画家３

【略語】 Paris, BNF, = Paris, Bibliothèque nationale de France, ms. ；別表「イニシアル」カラムに示す聖書収録テキスト略語は
『聖書協会共同訳聖書』（2018年刊）に準拠。

【凡例】 1（創・序：装、消失）= fol. 1r（創世記・序文、冒頭装飾イニシアル、消失）；45v（コヘ・本1, 2：玉座の王）＝
fol. 45v；（コヘレトの言葉、本文１章２節：冒頭物語イニシアル〈玉座の王〉）；323, 323v（ホセ・序：装）＝ fol. 
323r, 323v（ホセア書・序文：冒頭装飾イニシアル）；324v（ホセ・本・抱擁する男女）＝ fol. 324v（ホセア書・本
文：冒頭物語イニシアル〈抱擁する男女〉）
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図１　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11543, fol. 3. 創世記・本文、物語イ
ニシアル〈創造主〉画家５

図４　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11544, fol. 192v. 申命記・本文、物
語イニシアル〈契約の櫃〉画家３

図５　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11545, fol. 59. 雅歌・序文、装飾イ
ニシアル．画家１= デュプラの画家

図６　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11545, fol. 157. エゼキエル書・序文、
装飾イニシアル．画家２=『王妃の書』の画家

図２　�Paris, Bibliothèque nationale de France, ms. 
lat. 11543, fol. 116. 出エジプト記・本文、物語イ
ニシアル〈イスラエルを率いるモーセ〉画家５

図３　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11544, fol. 86. 民数記・序文、装飾
イニシアル．画家３
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図９　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. fr. 5245, fol. 95. 『王妃の書』．扉絵、装
飾イニシアル．画家２=『王妃の書』の画家

図12　�Paris, Bibliothèque nationale de France, ms. 
fr. 1074, fol. 125. ボローニャのタンクレドゥス

『教会法令集註解 Ordo judiciarius』物語イニ
シアル．画家５

図７　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11545, fol. 159. エゼキエル書・本
文、物語イニシアル〈エゼキエルの幻視〉
画家２=『王妃の書』の画家

図10　�Rouen, Bibliothèque municipale, ms. 185, 
fol. 142. 『十三世紀フランス語聖書』マカバ
イ記1・本文．扉絵、装飾イニシアル．画家
２=『王妃の書』の画家

図８　�Paris, Bibliothèque nationale de France, 
ms. lat. 11545, fol. 393v. ハバクク書・序文、
装飾イニシアル．画家４

図11　�Vatican, Biblioteca apostolica Vaticana, 
ms. Palat. lat. 196, fol. 172. 『神の国』装飾
イニシアル．画家４




